個から集団へ　―仲間づくりの取組み―

太平洋学園高等学校　教諭　平松　民・西岡　奈帆子・菅原　洋子

１　はじめに

(1)　本校の特徴

本校は定時制、通信制を併設する総合学科の単位制高等学校である。在籍する生徒の多くは学力や人間関係に不安を感じており、不登校経験のある生徒、発達障害や心身症等の生徒も多く、極めて多様である。ほとんどの生徒が何らかのしんどさを感じてはいるが、一人ひとりが光る個性を持ち、日々自分のペースで学校生活を送っている。しかし一方では、入学時からの学校適応への支援を必要とする生徒が年々増加傾向にあることも挙げられる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図１は、平成21年度から平成25年度までの通信制課程への新入生の状況を示したものである。中学校等からの情報により、不登校と報告のあった生徒の人数は増加傾向にある。また、病欠等で長期欠席の扱いになっている生徒の中にも、何らかの心理的な要因が背景にあるのではないかと思われる生徒もいる。この５年間の推移を見ると、ほとんどの生徒が集団生活に苦手意識を持ち、何らかのしんどさを感じている生徒であると言える。
昨年度は、通信制課程の個別支援コースの生徒２名と、定時制課程の生徒２名を対象に、少人数制ピア・サポートプログラムを試みた。その結果、少人数での一定の成果が表れ、４名でのピア的なかかわりが各所で見られた。それを受けて、今年度は対象を少人数制から個別支援コースに在籍する生徒全員に広げ、より多くの生徒に対して新たな仲間づくりの活動を試行した。

(2)　通信制、個別支援コースとは　　　
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　　本校の通信制課程には、水曜昼間、水曜夜間、土曜の３コースがあり、どのコースも週に1回３～４時間のスクーリングを受講することにより３年間で卒業を目指すことができる。「週に１回なら通学できる」という生徒が多く在籍する課程である。
個別支援コースは、通信制課程の生徒の中でも過去の学校体験の影響や発達障害等で集団行動や多人数での授業が困難であり、個別の対応が必要な生徒を支援するコース（個別支援コースとしての生徒募集はない）である。このコースでは、生徒の状況に
[image: image6.png]H21 44 11 45
H22 16 2‘7 18
H23 00
H24 21
H25 6 3 %‘ 12
1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

mIRERE e TS M RIE « PR pEY - EEVE 20



応じた時間割が組まれ、学校生活や集団行動に慣れ
てきたら、最終的には本来の通信制課程のコースか定時制課程に校内転籍することを目指す、個別カリキュラムによる支援を実施するコースである。図２は、平成16年から平成25年までの、通信制課程全生徒数と、個別支援コースの在籍人数を表した図である。通信制課程全体としても、個別支援コースとしても、生徒数は増加傾向にある。この図２からも、しんどさを持ちながら頑張っている生徒が年々増加しているということがうかがえる。
２　研究の目的

　　人間関係は２者関係から３者関係を経て、他者関係へと発達していくと考えられる（栗原2011）。私たちは安定した２者関係を経験することによって３者関係へと進み、そこで安定した人間関係を経験することで、職場等における他者関係に移行する。個別支援コースに通って来る生徒を見ると、２者関係から３者関係へと進むところでつまずきが見られる生徒が多いと思われる。１人の教員と１人の生徒という１対１の２者関係から、１人の教員と複数の生徒という３者関係を含む対人場面に進んでも生徒間の交流は少なく、教員と生徒との１対１の対応になることが多い。そこで、実際に相互の交流はなくても、複数の生徒がいる場面で他の生徒についての関心を持つことを促す取組を行う必要があると考えた。
　　個別支援コースに在籍する生徒は、それぞれが対人関係に何らかの不安があり、集団の中で過ごしにくさを感じている。しかし、話を聞くと「話のできる友人がほしい」「もっと上手に集団の中で過ごしたい」という思いがあることがうかがえる。そこで本研究では「居場所感」という言葉に焦点をあて生徒を個から集団へ移行していく研究を行うこととした。斉藤（2007）は「居場所感とは集団の一員としてのその社会的関係性を通して自分の存在感や充実感を感じられる『社会的居場所感』と、環境によって安全が保証され自分が受容されていると感じられる『個人的居場所感』の二因子で構成されており、居場所感が自己肯定感との関連性があることが明らかにされている」と述べている。さらに斉藤（2007）は「特定の形態をもつ環境に通う生徒がどのようなプロセスを経て、そこを『自分の居場所』と知覚したのか、また、それによりどのような心理的変化が見られたのか、さらに特定の形態を持つ環境において居場所と知覚されるために必要な要因は何かという質的な研究が課題とされる」とも述べている。
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　個別支援コースの生徒には、高校を卒業する頃には「社会的居場所感」を獲得し、将来は社会で他者と関わりながら生きていけるようになってほしい。本研究では、個別支援コースの生徒が現時点では獲得がまだ不十分であると思われる「個人的居場所感」の獲得を目指す。生徒一人ひとりが居場所感を得ることができるようになるために、教員が積極的なプロセスづくり、適切なきっかけづくりや声かけを行う。そして、研究を通して見られる生徒の肯定的変化、今後の研究の課題について考察する。
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３　研究の実践

(1)  研究対象

通信制課程個別支援コースに在籍し、授業を履修している生徒15名を対象に実践を行った。

(2)　活動の実施計画
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（3）実践

ア　 総合的な学習の時間

(ｱ)　 授業のねらい
総合的な学習の時間を利用して、クラス全体で年間５回の授業を試みた。授業内容は主に体験活動で、共通意識を持ちながら一緒の体験に取り組むことをねらいとした。他人を受容し、集団の中で自分なりに過ごす力を身につけ、「みんなでできた」という意識を持つという仲間づくりの視点を重視し、個から集団へつながるきっかけづくりの場とした。作業を通してクラスでの居場所や集団の中での各個人なりの過ごし方、楽しみ方を実感できるよう、環境によって安全が保証され、自分が受容されていると感じられるような授業になるように留意した。また、授業後にアンケートを実施し、授業に参加した生徒の気持ちに変化があるか年間を通して考察した。
(ｲ) 　配慮した点
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　　　　　　全５回の授業で配慮したこととして、まずは座席の配置があげられる。他者との安心な距離感は生徒により様々で、生徒同士で座れる生徒、教室の一番後ろで過ごす生徒、保護者とペアになる生徒など、自分の安心できる距離感を保ちながら、全体を意識出来るような机の配置とした。また、教員が巡回しやすいように教室の中央をあけ、材料を共有する場ともした（写真１）。
また、時間と場を共有しクラス全体の流れに参加することで、安心して集団活動に参加できるようにすることを１つのねらいとした。そのため、クラス全体の流れに参加でき、かつ各個人のペースが保証されるように、さらに授業全体の見通しを持たせて安心して参加できるように授業の構造化を重視した。生徒には授業の流れをパワーポイントで示しながら、資料を配布するなどの視覚的支援に加えて口頭での説明も行い、必要な生徒には隣で説明を繰り返す等の支援も行った。これらの構造化の工夫により、全員が作業をスムーズに進めることができ、かつ授業全体の流れにも沿って活動を進めることができた。
また、活動体験の少ない生徒や、今まで学校行事に積極的に参加出来なかった生徒にとっては身近でありかつ新鮮な題材になるように、季節を感じられる内容や家庭でも楽しめる内容になるように題材選びを工夫した。
 　 (ｳ)　 アンケート結果と考察
毎時間の最後に授業のアンケートを行ったところ、以下の図４、図５、図６のような結果になった。各項目の回答方法は、選択肢を記載して生徒があてはまるものに丸をつけられるようにした。図４では「クラス全体の授業に参加してみてどうだったか」、図５では「安心して授業に参加できたか」、図６では「また、クラスの授業に参加してみたいか」という項目であった。
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　図４の結果では、第２回目で70％の生徒が
集団の授業が楽しいと感じられているが、第５
回目には80％の生徒が楽しいと感じている。今　まで教員と１対１での授業がほとんどであった生徒たちが、集団で受ける授業へ肯定的な気持ちが増えたということが読み取れる。
図５の項目は第２回目から質問項目に加えた。
第２回目には、集団の授業に対し不安感がある
生徒が15％だったのに対し第４回目、第５回目では不安感はなくなり安心感が高い生徒が80％となった。第３回目は参加人数が３名と少なく集団という雰囲気が低かったのでアンケート結果から除外した。

数値的には全授業を通じて変化がないようにみえるが、授業の様子の変化としては、「この空間、クラスならば教室に入れる」「いても大丈夫」といった安心感・安全感が増加していったように見えた。
次に、図６の結果をみると「参加したい」「やや参加したい」を合わせると第５回の授業後には約80％の生徒が、今後またクラス全体の授業に参加したいと思っていることが分かる。第1回、第２回目では自由記述に記入する生徒は少なく、記入していても「特になし」「集中できなかった」など集団での授業に対して消極的に捉えているように見えた。しかし、第４回、第５回目と回数を重ねると、「特になし」と記入していた生徒も「楽しかった」「ほめてくれて嬉しかったです！」「○○のところが大変だったので、△△にしたほうがいいなと思いました」「初めて作ってとても上手に作れたので、また作ってみたいです」「また、このような授業がしたいです」など、授業に対して意欲的な意見が記入されるようになった。
最後に１年間のふりかえりのアンケートも実施した。このアンケートでは、今まで同様の選択項目に加えなぜその項目を選択したのか理由を記述できるようにした。その結果、図７、図８、図９から以下のようなことが考えられる。


図７では83％の生徒がまたクラス全体での授業に参加してみたいという意欲を持てた。これは、この総合的な学習の時間の授業に１年間参加し、集団で授業を受けることを肯定的に感じられていると考えられる。次に図８では、クラスの仲間の良いところが発見できたと答えた生徒は50％であった。理由の記述では「授業を楽しくしているところ」「たくさん作っていた」などの回答があった。これは、他者がいるからこそ楽しいと感じられるからであり、周りの人を見ていたから気づけたことである。
図９では、自分の良いところを発見できた生徒の割合は67％であった。理由の記述では、「色々な事に挑戦しようとしたところ」「他に人がいる中で授業を受けられたところ」「ジェルキャンドルを学園祭でみんなに渡せた」等があった。中でも「集団での授業が受けられた」という回答は、“個から集団へ”という今回の研究テーマにつながっている。
(ｴ)   成果と課題
　 　　アンケート結果より、ほとんどの生徒が楽しく過ごし、安心感を持って授業に参加できていたことがわかった。安心感が減少した生徒はいなかった。
　  　個別支援コースの生徒は集団生活に何らかの不便さや過ごしにくさがあるが、総合的な学習の時間の授業を通して、一定の集団に対しては、安心感、安全感が増したように見える。それは年度当初は自分の席から動かず、他者に対する不安や教室内での緊張感が見受けられた生徒が、他の生徒がいても自分から動いて材料を取りに行けるようになったことからもうかがえる。また、他の生徒のできあがったジェルキャンドルやスノードームを見たり、隣の生徒と材料を共有したり、数に限りのある用具を使う際、譲り合ったり、「終わったら貸して」と声をかけたりする場面も見られた。このような経験は共通意識を持ち一緒の体験に取り組んでいる仲間がいることを実感する機会となったのではないか、そしてこれらは、環境により安全が保証され、自分が受容されていると感じた結果と考えられる。
また、活動のペースや内容をそれぞれが選択・決定し、教員がずっと隣についていなくても作業ができる生徒が多くなり、授業全体の見通しを持ち安心して授業に参加できていた。
課題としては、アンケート項目の推敲が必要であった。直接的な質問は生徒が抵抗を感じるのではないかと危惧し、抽象的な質問内容や自由記述を中心にアンケートを作成したが、具体的に居場所感を測定できるような尺度を用いる等、今後検討が必要である。生徒によっては聞き取りや、フィードバックをする機会をもう少し設けても良かった。
また、授業に出席できなかった生徒や、出席はしているが参加はしなかった生徒に対してどのように対応していくかを考える必要がある。そして、集団に慣れてから、授業の中でどの程度生徒同士の距離を縮め繋げていくのか、負荷をかけられるのか、といったことを考えていきたい。
授業実践例・授業指導案
『ジェルキャンドルを作ろう』
ねらい　　「物作りを通して達成感と共に、他者との関わりを感じられるようにする」
「時間と場を共有しクラス全体の流れに参加し、安心して集団活動に参加できるようにする」
日   時：10月29日（火）15：30～16：55
場   所：１０６教室
担当教員：総合主担当、支援コース担任、支援コース副担任2人、支援員
配置イメージ図
　　　　　　　　　=教員




○生徒観
個別支援コース在籍生徒には、小中学校時に不登校を経験した生徒や特別支援学級在籍であった生徒、集団活動への参加に課題の見られる生徒が多い。
○題材観
個別での活動が可能であり、かつ、周りへの興味・関心をもちやすい。
	
	学習活動
	教員の支援・援助
	評価

	導入10
	・あいさつ
・本時の内容を知る。

	・本時の内容について説明をする。
→全体の前で、本時間内に作製するものの説明、各項目の時間。安全面についての注意事項を説明。
	

	展開55
	(1)ジェルキャンドルを作製する目的を知る。
→学園祭についての説明を聞く。
(2)キャンドル作製準備
→作製時に必要なものが揃っているか確認する。教員が前で行っている手順説明を聞く。
(3)キャンドル作製
→自分のペースにあわせてジェルキャンドルを作製する。
	・参加した生徒が全員目的を理解できるように巡回する教員を配置する。プリントを準備して視覚的にもわかりやすいよう工夫する。
→必要なものが揃っているか一緒に確認する。
全体に対しパワーポイントで授業の流れを提示し、視覚支援も活用する。その他の教員が適所について、補足説明する。
・パワーポイントの資料も配布して活用する。
・作製時に一緒に作るとともに、作製していない生徒に声をかける。
・各生徒のペースに合わせて、準備物の量の調整等を行う（キャンドルの中にいれるビーズやジェルは、1個分の分量を準備しておく。また、中に入れる飾り等は何種類かの中から選べるようにする）。
・苦手な行程のある生徒には教員がつく。
・作業中はリラックスできる音楽を選ぶ。
	・学習のねらいをイメージできたか。
・説明を聞き、流れに沿って作業することができたか。
・物作りをすることで、「できた」という達成感が得られたか。
・材料を共有することで連帯感があったか。

	まとめ10
	・本時のまとめ
→本時に行った内容の確認、ふりかえり。ふりかえりシートの記入。

	・本時のまとめ
→ふりかえりを行う。他の教員も、個々に感想を聞くなど声かけを行う。
→ふりかえりシートを書くよう指示。個々のシートを見ながら書いているか確認。書けていない生徒へ声かけを行い、書くように促す。
→学園祭で販売することをイメージしてもらえるように声かけ。
	・ふりかえりシートに記入することができたか。
・「楽しい」と感じられたか。



イ　学園祭
(ｱ)　 学園祭への参加

12月14日（土）に学園祭が行われた。７月に行った総合的な学習の時間の中で七夕を意識して作ったジェルキャンドルが好評で、学園祭で販売することになった（写真２）。

　　　　

	7月
	総合的な学習の時間を利用してのジェルキャンドル作り1回目

	10月
	学園祭での販売を意識してのジェルキャンドル作り2回目

	11月
	輪飾り・チラシ作り

	12月（学園祭前日）
	販売教室への商品陳列、教室の飾り付け

	12月（学園祭当日）
	ジェルキャンドル販売、舞台発表


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
学園祭当日に向けて、ジェルキャンドルの作製の他にもさまざまな活動を試みた。まず、販売教室の飾りつけのための輪飾りとチラシ作りを行った。他の授業等の関係で、個別支援コース全体での実施は難しく、生徒は４名の参加となった。総合的な学習の時間の授業や昨年度からの取組を通して生徒間の交流があったため、作業は全員が向きあっての形になった。作業をしている中で自然に会話が始まり、「自分が学校に行かなくなった理由」「進路のこと」「人づきあいの苦手さについて」等、教師からはなかなか率直に聞きづらい事が話題に上がり、冗談も交えながら話が進んだ。

学園祭前日の教室の飾り付けに２名、学園祭のジェルキャンドル販売に２名の生徒が参加した。学園祭などにぎやかなムードの中で多くの人とかかわることはストレスもあったと思われるが、自分たちで作ったものを販売するという明確な目的があったことや、取り組んできた仲間づくりの授業を通して集団に慣れ、居場所感が高まったことで集団の中で過ごす力が備わってきたと考えられる。本校の生徒以外にも外部から多くの来客があり、挨拶やかかわり、商品の扱い、金銭管理など普段の授業では体験できないことを学校という枠を超えて広義に体験することができた。
　　　　　また、昨年度に引き続いて１名の生徒がステージ発表に参加し、学園祭の舞台で歌を披露することができた。昨年度は歌を歌いたいという個別支援コースの生徒の思いを受けて周りの生徒がピア的なかかわりをして実現した歌のステージであった。今年度は何カ月も前から授業で練習していたため、学園祭で発表するという自然な流れになり、本人の緊張も少なく慣れた様子だった。本校入学前から集団の中で自分なりに過ごせないこと、他者と上手くかかわれないこと等の悩みがあった生徒だったため、ごく自然に集団の中で周りに合わせて行動している様子や楽しそうに歌う姿に本当に感動した。昨年度に引き続いて継続して学園祭で発表できたということは本人にとっても大きな自信になり、非常に有意義であったといえる。
(ｲ)　成果と課題
総合的な学習の時間を通して「個人的居場所感」が高まっていたため、その雰囲気を利用して学園祭という集団の中に参加する機会を設けることができた。本校の生徒以外にもたくさんの人がいる中で、責任感を持って役目を果たすことができた。また、自分たちが作ったものに値段をつけて販売するということは、生徒にとっても嬉しかった様子で、売れるたびに笑顔が見られた。
課題としては、今後少しずつ参加してみたいと生徒が思えるように、しっかりと役割を作ることや、楽しめることを提案していくことがあげられる。また、「社会的居場所感」の獲得も学園祭に向けての取組の中で目指していきたい。
４　研究の成果と課題
(1)　個から集団へ

研究当初、１対１の２者関係から３者関係を含む対人場面に進んだ際に、実際の相互の交流はなくても、複数の生徒がいる場面で他の生徒についての関心を持つことを促す取組みをする必要があると考えた。年間を通して研究を行ったところ、１対１の２者関係から集団活動に参加できだした生徒が複数名出てきた。さらに、教室内にいる他の生徒の作品を見たり、他の生徒が話していることを聞いたりして、それに対して間接的に教員に話しかけてくるなど、他の生徒に関心をもつ様子が見られた。直接的なコミュニケーションにつなげることが今後の課題としてあげられるが、２者関係と３者関係の間に直接的なコミュニケーションではないが同じ時間や空間を共有し、互いに他者を意識し合う2.5者関係とも言えるような関係性があるのではないかと考えた。

(2)　「個人的居場所感」の獲得に向けて

集団活動に参加することで葛藤する姿も見られたが、生徒からは「集団の中で過ごすことができた」「色々なことに１年間挑戦しようとした」等の前向きな話を聞くことができた。「個人的居場所感」に焦点をあてて取組を進めたが、生徒複数名の肯定的変化が見られた。プロセスや心理的な変化は生徒によって様々ではあるが、共通して「自分が受容されていると感じられる安心する場」として学校が位置づけられたと考えられる。「個人的居場所感」をさらに高めるとともに「社会的居場所感」の獲得を目指したい。しかし、学校にほとんど登校できていない生徒がいるという実態もあり、そのような生徒が「個人的居場所感」を獲得するために教員にできることは何かも併せて研究を続けたい。
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表３　学園祭へ向けての活動





表１　個別支援コース年間活動表





表２　授業の参加人数





図９　自己肯定感





図８　他者の認識





図７　次回への参加意欲





図４　集団への肯定感





図５　安心感





図６　参加意欲
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図３　研究の目的　　　
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（写真１）





（写真２）





図２　個別支援コース在籍生徒数推移





図１　平成21年度から25年度における通信制課程新入生の入学時の状況
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